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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号） 【巻頭言】

研究コミュニティのサステイナビリティ

佐藤 洋一
東京大学

2015 年 9 月の国連サミットにおいて持続可
能な開発目標 (Sustainable Development Goals,

SDGs)が全会一致で採択された．この SDGsで
は，持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現
に向けて，貧困，飢餓から，水，エネルギー，更
には平和まで 17の目標が設定されている．SDGs

は，日本をはじめ，世界各国における政策に大
きな影響を与えており，情報システムソサイエ
ティとしても，IT分野の研究開発を通じ，サス
テイナブルな社会の実現に向けた貢献が期待さ
れるところである．
ところが，最近，持続可能な社会の実現に寄
与すべき研究コミュニティ自体のサステイナビ
リティは大丈夫なのだろうかと，ふと思うこと
がある．筆者はこれまで 30年近くにわたり，コ
ンピュータビジョン分野の研究に携わってきた．
筆者が院生のとき，初めて国際会議で論文を発
表したのは 1993年にニューヨークで開催された
IEEE CVPR’93であったが，確かこの頃の採択
件数は 200件に届かず，参加者も 500人程度で
長らく推移していたと記憶している．それが，直
近のCVPR’18では約 3,300件の投稿論文から約
1,000件が採択され，参加者は実に 6,000人を超
えた．更に驚くべきは，数十%という伸びがこ
の数年続いていることである．また，プリプリ
ントやコードのレポジトリの普及，ベンチマー
クデータセットの共有が進むにつれ，研究開発
のスピードも以前と比べて随分と早くなったよ
うに思う．例えば，国際会議の参加者が，会議
に来たときには発表論文のプリプリントを読み，
既にその内容を知っているということがごく当
たり前になっている．これらのことからも，研
究コミュニティは持続可能どころか，拡大の勢
いを更に加速させているように見える．
一方で，様々な側面で研究コミュニティの成

長に軋みを生じているような気がしてならない．
大小様々な国際会議が毎年幾つも開催され，次
から次へと新しいジャーナルが立ち上がってい
る．これらは全て査読という研究コミュニティの
根幹をなす仕組みに過大な負荷をもたらしてお
り，もはや破綻寸前の状態である．また，様々な
チャンネルからの情報が爆発的に増える中，必要
な知識を見つけ出すことが一層困難になり，少
子高齢化と言葉の壁という事情を抱える我が国
では，研究コミュニティの持続的成長に不可欠
な若手研究者を十分確保し続けることも難しく
なっている．
果たして私たちの研究コミュニティはこれか

ら先，どうなるのであろうか．現在の成長がこ
のまま続くのか，それとも適切な規模へと緩や
かに縮小しソフトランディングするのか，はた
またハードランディングを迎えるのか，それは
誰にも分からない．しかし，筆者は情報システ
ムソサイエティが研究コミュニティ全体に対し
て果たす役割はこれまで以上に重要になってく
るとの思いを強めている．研究コミュニティが
いささか過度な拡大を続ける中，私たちの情報
システムソサイエティの活動，特に研究会や大
会事業は，顔が見える形での議論や交流によっ
て人的ネットワーク形成や新しい研究創出の重
要な原動力となり，将来の担い手となる多くの
若手研究者を引き付けることで，研究コミュニ
ティの持続的な発展に貢献できるであろう．こ
のようなことを思いながら，ISS次期会長とし
て，私たちのソサイエティの活動の強化に取り
組み，本ソサイエティや信学会の発展のみなら
ず，研究コミュニティ全体の健全かつ持続的な
発展に少しでも貢献できるよう全力を尽くす決
意を新たにしている．
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【研究最前線 (NLC)】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

テキストマイニングからテキストアナリティクスへ

坂地 泰紀
東京大学

1. テキストアナリティクス・シンポジウム

言語理解とコミュニケーション (NLC)研究会
では，実世界で活用されている自然言語処理の
技術としてテキストマイニングに焦点を当てて
おり，2011年から毎年，学術界と産業界の議論
の場を提供するために「テキストマイニング・
シンポジウム」を開催してきた ∗．2014年から
は更に冬の関西地区での開催を加えて毎年 2回
の体制となり（表 1参照）産官学の組織から多
くの参加者を集めている．
2017年夏の第 11回からは「テキストアナリ
ティクス・シンポジウム」と名を改めた．これ
は，英語圏において Text Mining という語の盛
り上がりが一段落して，後に Text Analyticsと
呼ぶことが増えてきたことから，本シンポジウ
ムもこの流れに合わせた．
シンポジウムでは，通常の研究発表に加えて，
直近のトップカンファレンスに参加した方を招
待し，参加報告をして頂いている．トップカン
ファレンスの参加報告を通じて，最先端の技術
や動向を学ぶことができるようにしている．更
に，様々な招待講演が企画されており，ツールを
提供している企業や研究者による実演や，研究
者向けにテキストを公開している企業による産
学連携の取り組みの紹介が発表されている．企
業からの参加者は，最新の技術や業務改善のた
めに役立っている実例を知ることができる．ま
た，学術界からの参加者は，企業のニーズを知
ることができ，研究テーマを決める際の参考に

∗ http://www.ieice.org/˜nlc/tm main.html

表 1. これまで開催したシンポジウム

時期 場所 参加者数
第 1回 2011年 7月 東京 150

第 2回 2012年 8月 横浜 160

第 3回 2013年 9月 東京 130

第 4回 2014年 2月 京都 60

第 5回 2014年 9月 東京 240

第 6回 2015年 2月 大阪 70

第 7回 2015年 9月 東京 100

第 8回 2016年 2月 京都 100

第 9回 2016年 9月 東京 260

第 10回 2017年 2月 大阪 90

第 11回 2017年 9月 東京 222

第 12回 2018年 2月 大阪 77

第 13回 2018年 9月 東京 144

第 14回 2019年 2月 京都 60

できる．本シンポジウムでは，懇親会を開催し
て参加者の交流を促進しており，交流を通じて
共同研究が進められるような土壌を作っている．
1.1 テキストアナリティクス（テキストマイニ

ング）とは
テキストアナリティクス（テキストマイニン

グ）とは，一般的にはテキストを対象にしたデー
タマイニングの一種であり，膨大なテキストデー
タを解析することで，価値のある情報を得よう
とする分野である．時系列データと組み合わせ
て分析したり，複数の文書を串刺しにして分析
することで，その真価を発揮する．最近では，金
融分野のテキストを分析する技術が FinTech の
一部であったり，また，法律に関する文書を処
理する技術が LegalTech と呼ばれるなど，様々
な分野の文書を分析する技術として，利用され
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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号） 【研究最前線 (NLC)】

ている．第 13回テキストアナリティクス・シン
ポジウムでは，上記の具体例が招待講演として，
IFISの平松氏と LegalForceの舟木氏によって講
演された．講演では，各社で行われている実例
と共に，分野特有の難しさを学ぶことができた．
2. テキストアナリティクス・シンポジウムに変

更してからの動向

前節で述べたとおり，様々な分野のテキスト
を扱った研究が発表されるようになってきてい
る．例えば，決算短信や宿泊施設レビュー，文学
テキストなどが挙げられる．これら分野ごとの
文書は，それぞれ特徴を持っており，ただ単に
ツール分析するだけでは，本当に欲しい情報を
得ることができない．そのため，研究者はそれ
ぞれの文書を適切に処理する手法を開発し，テ
キストを分析している．様々な分野のテキスト
を扱った研究があるということは，様々な目的
をもって分析をしているということである．金
融分野の文書であれば投資に役立つ情報，宿泊
施設レビューであれば，宿泊施設の強み・弱み
に関する情報などである．このように，様々な
目的を持って，様々な文書を分析する，様々な
研究があるため，非常にバラエティに富んだ研
究会となってきている．
3. テキストアナリティクス・シンポジウムに求

められる役割

1年に複数開催される言語処理に関する国内
の研究としては，情報処理学会の自然言語処理
研究会と本研究会が挙げられる．年に一度開催
される研究会としては，情報処理学会の全国大
会，言語処理学会の年次大会，人工知能学会の
全国大会，そして，電子情報通信学会の総合大
会がある．国内の言語処理に関する研究者は，上
記に挙げた研究会で発表することが多い．筆者
の個人的な感想ではあるが，情報処理学会で発
表される研究は基礎よりの研究が多い．各大会
では，基礎から応用まで幅広い研究が発表され

ている．それに対して，本研究会で発表される
研究は，実応用よりの研究が多いように感じる．
近年，言語処理に関する著名な国際会議にお

いて，実応用よりの研究を受け入れる Industry

Track や Applied Data Science Papers が募集さ
れている．このような取り組みが行われている
のは，様々な企業や大学で実応用に向けた研究
が数多く行われ始めているからにほかならない．
上記のような世界的な流れがある中で，本研究
会は Industry Track で発表されるような研究を
積極的に受け入れる場所であると考えられる．
その中でも，「テキストアナリティクス・シンポ
ジウム」は，当初から企業の研究者や現場の開
発者による実用的な研究や技術に関する発表を
想定して立ち上げたシンポジウムである．2011

年から開催されてきたシンポジウムは，現在の
流れを先取したものであったと考えられ，今後
も積極的に応用向けの研究を発表して頂ける場
にすると共に，企業の研究者・開発者と大学の
研究者が一堂に会することで，両者に利する新
たな研究テーマが醸成される場にしたいと考え
ている．
4. 最後に

「テキストマイニング・シンポジウム」発足か
らの流れと「テキストアナリティクス・シンポジ
ウム」に名称を変更した後の動向をお伝えさせ
て頂いた．本シンポジウムは，実応用に主眼を
置いたシンポジウムであり，学生や学者だけで
はなく，企業からも多くの発表者・聴講者が参
加している．FinTech や LegalTech などの新し
い技術を表す言葉が出現してくるほどに，様々
な分野との融合が進んでいる分野であることが
確認できた．今後も様々な分野の方に参加して
頂き，より活発に分野を超えた研究が発表され
ることを期待したい．
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【研究最前線 (DC)】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

ソフトウェアシステムを対象としたディペンダビリティ
研究について

土屋 達弘
大阪大学

1. はじめに

ディペンダビリティ(dependability)は最近で
は「総合信頼性」とも訳される言葉で，広い意
味で信頼性を表す [1]．筆者は大阪大学にてディ
ペンダビリティ工学講座という名の研究室を運
営しており，特にソフトウェアシステムを対象
として，信頼性向上に資する研究を行っている．
今回，本誌に執筆する機会を頂いたので，最近
行っている研究について簡単に説明するととも
に，関連する国内研究会と国際会議について紹
介したい．
2. 組み合わせテスト

ソフトウェアシステムの信頼性を高めるため，
テストは重要な工程であるが，一方でコストが
非常に大きくなることがある．組み合わせテス
トは不具合検出能力を低下させずに，コストを
抑えるテスト手法である [2]．
表 1は，この手法で用いるテストケースの例

である．

表 1. 組み合わせテスト用のテストケース集合

レイアウト サイズ カラー 両面

縦 A4 カラー 両面
縦 A4 白黒 片面
縦 B5 白黒 両面
横 A4 白黒 両面
横 B5 カラー 片面

表 1の例ではプリンタのテストを想定してお
り，各行がテストケース（ここでは印刷条件の
設定の仕方）を表している．このシステムでは，
印刷条件を定める 4因子それぞれが 2つの選択

肢（値）を有するため，すべての可能性をテス
トしようとすると 16個のテストケースが必要と
なる．それらの中からある条件を満たすように
5個を選択した結果が，表 1のテストケース集
合である．
この条件とは，2つの因子をどのように選ん

でも，値の組み合わせ（インタラクション）が
全てテストケース集合の中に現れることである．
例えば，レイアウトとカラーという 2つの因子
に注目すると，4つの値の組み合わせ（横，白
黒），（縦，白黒），（横，カラー），（縦，カラー），
が，いずれかのテストケースに出現しているこ
とが分かる．特定の 2個の因子間のインタラク
ションによって不具合がしばしば生じることが
知られており，このようにうまくテストケース
を選択することで，極めて少ない手数で効率の
良いテストを実施することができる．
組み合わせテスト用のテストケース集合を生

成する方法は広く研究されており，本研究室で
も，自動生成するツールであるCit-Bachを開発
し，オープンソースのフリーウェアとして公開
している ∗1．
3. 不具合インタラクションの特定

組み合わせテストの発展として，不具合があっ
た場合に，どのインタラクションが不具合を引
き起こしているかを特定できるようなテストの
設計について研究を行っている．例えば，ロケー
ティングアレイという配列を用いると，テスト
実行の結果から不具合インタラクションの特定

∗1 http://www-ise4.ist.osaka-u.ac.jp/˜t-tutiya/CIT/
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が可能になる [3]．表 2にロケーティングアレイ
から得られたテストケース集合を示す．ここで
は，テストケースを実行した際，不具合インタ
ラクションがテストケースに現れていれば，そ
の結果はフェイル (F)，そうでなければ，パス
(P)という結果が得られるものとする．

表 2. 不具合インタラクションを特定可能なテスト
ケース集合
レイアウト サイズ カラー 両面

縦 A4 カラー 両面
縦 A4 白黒 片面
縦 B5 カラー 片面
縦 B5 白黒 両面
横 A4 白黒 両面
横 B5 カラー 両面
横 B5 白黒 片面

例えば，表 2のテストを実行したとき，得ら
れた結果が上から順に (P, P, P, F, P, P, F)だっ
たとする．このときフェイルしたテストケース
全てに出現するインタラクションは（B5, 白黒）
だけであるので，不具合インタラクションであ
る可能性が考えられる．一方，このインタラク
ションは，結果がパスであったどのテストケース
でも実行されていない．結果，（B5, 白黒）が不
具合インタラクションであると結論できる．ロ
ケーティングアレイからテストケース集合を設
計することで，不具合となるインタラクション
がどれであっても，テストの結果から必ず一意
に特定することが可能となる．
筆者の研究室ではロケーティングアレイを生
成する方法を研究している．例えば，焼きなま
し法でロケーティングアレイを生成する手法を
開発し，そのプログラムを公開している ∗2．
4. ディペンダブルコンピューティング研究会

電子情報通信学会ディペンダブルコンピュー

∗2 https://github.com/tatsuhirotsuchiya/SA4LA

ティング研究会 (DC研)は，筆者にとって国内
における主要な研究成果の発表と情報収集の場
であり，筆者自身も研究専門委員として運営に
参画している．研究会は 2ヶ月に 1回程度の頻
度で開催されている．その中で 10月の研究会は
ソフトウェア関連の研究にフォーカスした研究
会として，例年ソフトウェアサイエンス研究会
（SS研）と共同で開催している．本年度（2019

年度）については，10月 24日から 25日まで，
熊本大学で開かれる予定である．発表，及び，参
加について，御検討頂ければ幸いである．もち
ろん，ソフトウェア以外のテーマでの発表も大
歓迎である．
5. 国際会議

本年度は “dependable computing”の名をもつ
2つの国際会議が日本で開催される．8月 5日
から 8 日にかけては，17th International Con-

ference on Dependable, Autonomic and Secure

Computing (DASC 2019)が福岡で開催される．
また，12月 1日から 3日には，24th Pacific Rim

International Symposium on Dependable Com-

puting (PRDC 2019)が京都で開催される．これ
らの会議がディペンダブルシステム分野の発展
の契機になることを期待している．
参考文献
[1] 金川信康，“ディペンダブルということ，” 情報・
システムソサイエティ誌，vol.24, no.1, pp.13–14,

May 2019.

[2] D.R. Kuhn, R.N. Kacker, and Y. Lei, Introduc-

tion to Combinatorial Testing, CRC Press, 2013.

[3] C.J. Colbourn and D.W. McClary, “Locating

and detecting arrays for interaction faults,” Jour-

nal of Combinatorial Optimization, vol.15, no.1,

pp.17–48, Jan. 2008.
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【新フェロー紹介】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

新フェローおめでとうございます

平成 30年度のフェロー贈呈式が，早稲田大学において 3月 21日に開催されました．情報・シス
テムソサイエティで推薦したフェロー 11名の方々の氏名と貢献内容を御紹介します（五十音順・敬
称略）．

赤倉 貴子 高度 eラーニング/eテスティング実現のための先駆的研究
井上 美智子 LSIのディペンダビリティと分散アルゴリズムの研究
内田 誠一 画像および時系列パターンの認識・解析技術の開発と多分野応用
柏野 邦夫 音，画像，動画像に対する高速かつ頑健な探索技術の研究開発
加藤 直樹 実践的な組合せ最適化アルゴリズムと計算幾何学の理論研究の深化
工藤 峰一 パターン認識における識別子の構成と特徴選択に関する基礎研究
久野 義徳 視覚情報処理を用いた人間と機械のインタラクションに関する研究
神保 泰彦 先駆的な脳神経信号計測技術開発と生体情報処理の研究
廣瀬 明 複素振幅を扱うニューラルネットワークの研究
藤井 俊彰 3次元映像処理と 3次元映像システムに関する先駆的研究
山名 早人 Web解析研究と学会論文誌編集活動
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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号） 【おめでとう ISS功労賞・ISS論文賞】

ISS活動功労賞・ISS査読功労賞・ISS論文賞
おめでとうございます

令和元年度の ISS活動功労賞・ISS査読功労賞及び平成 30年度の ISS論文賞の表彰式が，機械振
興会館において 6月 25日に開催されました．受賞者の氏名と貢献内容，あるいは論文名を御紹介し
ます（敬称略）．

ISS活動功労賞
藤吉 弘亘 パターン認識・メディア理解研究専門委員会，総合大会，FIT，MIRU への貢献
河村 圭 画像工学研究専門委員会幹事，二種研実行委員会幹事としての貢献
大須賀 昭彦 人工知能と知識処理研究専門委員会副委員長，委員長としての貢献
宇田川 佳久 SWIM 研究専門委員会委員長，幹事としての貢献
金井 敦 情報通信システムセキュリティ特集号編集委員長・編集幹事および英文論文誌編集幹事としての貢献
横川 智教 和文論文誌編集委員としての貢献
木村 昭悟 和文論文誌編集委員としての貢献
布目 敏郎 ISS 英文論文誌編集委員，特集号編集委員としての貢献
吉澤 信 ISS 英文論文誌編集委員，特集号編集委員としての貢献
林 良一 ソサイエティ誌編集幹事・特任編集幹事・編集委員としての貢献

ISS査読功労賞
光来 健一 誌査読委員としての貢献 滝口 哲也 誌査読委員としての貢献
野田 秀樹 誌査読委員としての貢献 有次 正義 誌査読委員としての貢献
木村 昭悟 誌査読委員としての貢献 大山 航 誌査読委員としての貢献
中山 実 誌査読委員としての貢献 柏原 昭博 誌査読委員としての貢献
中田 尚 誌査読委員としての貢献 山内 利宏 誌査読委員としての貢献

ISS論文賞
連作論文
1. “Investigation of Combining Various Major Language Model Technologies including Data Expansion and Adap-

tation”

Ryo MASUMURA, Taichi ASAMI, Takanobu OBA, Hirokazu MASATAKI, Sumitaka SAKAUCHI, Akinori ITO

2016 年 10 月号 英文論文誌 D

2. “N-gram Approximation of Latent Words Language Models for Domain Robust Automatic Speech Recognition”

Ryo MASUMURA, Taichi ASAMI, Takanobu OBA, Hirokazu MASATAKI, Sumitaka SAKAUCHI, Satoshi TAKA-

HASHI 2016 年 10 月号 英文論文誌 D

3. “Domain Adaptation Based on Mixture of Latent Words Language Models for Automatic Speech Recognition”

Ryo MASUMURA, Taichi ASAMI, Takanobu OBA, Hirokazu MASATAKI, Sumitaka SAKAUCHI, Akinori ITO

2018 年 6 月号 英文論文誌 D
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【おめでとう学術奨励賞】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

学術奨励賞おめでとうございます
平成 30年度の学術奨励賞授賞式が，早稲田大学において 3月 21日に開催されました．
受賞された方々のうち，情報・システムソサイエティで推薦した 5名の方々の氏名，所属と論文
タイトルを御紹介します（五十音順・敬称略）．

伊藤 大貴 名大
“レイヤ型ディスプレイを介してフォーカルスタックから復元される多視点画像の高品質化に関
する検討”

植松 沙樹子 京大
“少数データに対する深層学習の汎化性能と解釈性の向上”

栗田 啓大 東大
“言語・非言語情報を用いた婚活サイト上のチャットの結果予測”

田中 大揮 東大
“同時最適化による誤ラベルを含むデータでの CNN学習”

平原 秀一 東大
“OR-AND-XOR回路に対する回路最小化問題の NP完全性”
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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号） 【おめでとう ISS論文賞】

潜在語言語モデルに基づくデータスパースネス
に頑健な音声認識に関する研究

増村 亮
日本電信電話

このたびは，IEICE-ISS論文賞という素晴ら
しい表彰を賜り，著者一同，非常に嬉しく思っ
ております．連作論文の対象となった 3本の論
文の主著者である増村が著者らを代表して，本
稿を執筆させて頂きます．
これらの連作論文は，音声認識の言語的な側
面を担う言語モデルに関して技術検討を行った
ものです．昨今は，様々な場面で音声認識が使わ
れるようになってきておりますが，性能の高い
音声認識を実現することは簡単なことではあり
ません．実用的な言語モデルを作るためには，使
われる場面に適したテキストデータを大量に準
備することが非常に重要ですが，そのようなテ
キストデータを十分に集めることは困難である
というデータスパースの課題が存在します．特
に，話し言葉のテキストデータは，人手による
書き起こしが必須となってしまうため，コスト
等の問題から少量しか準備できないことが一般
的です．このような技術背景に対して著者らは，
限られた量のテキストデータを最大限に活用可
能な言語モデルを検討してきました．
最初に文献 [1]では，潜在語言語モデルに着眼
し，対象タスクに関連する新たなテキストデー
タを自動生成しながら，言語モデル学習を行う
アプローチを提案しました．これにより，音声
認識のアーキテクチャを変更することなく，音
声認識性能を大きく改善することを達成しまし
た．次に文献 [2]では，潜在語言語モデルに基づ
くアプローチを，複数タスクのテキストデータ
を柔軟に組み合わせて使えるように拡張し，よ

り実用の場面に則した技術を実現しました．最
後に文献 [3]では，文献 [1], [2]で検討してきた
手法を含めて，様々な言語モデル技術を組み合
わせた場合の性能を包括的に調査し，現状の到
達点と課題を明らかにしました．
本連作論文の技術は，実用の場面でも大きく

活躍しており，産業分野と学術分野の両面で評
価してもらえる研究を行えたことを嬉しく思っ
ております．また，検討を通して明らかになっ
た課題は，著者らの以降の研究の礎にもなって
おり，一つの方向性を突き詰めることが次に繋
がることを認識できる機会ともなりました．最
後に，有益な助言を下さった編集委員と査読者
に，この場を借りて深く感謝いたします．
参考文献
[1] R. Masumura, T. Asami, T. Oba, H. Masataki,

S. Sakauchi, and S. Takahashi, “N-gram Approx-

imation of Latent Words Language Models for

Domain Robust Automatic Speech Recognition,”

IEICE Trans. Inf. & Syst., vol.E99-D, no.10,

pp.2462–2470, Oct. 2016.

[2] R. Masumura, T. Asami, T. Oba, H. Masataki, S.

Sakauchi, and A. Ito, “Domain Adaptation based

on Mixture of Latent Words Language Models for

Automatic Speech Recognition,” IEICE Trans.

Inf. & Syst., vol.E101-D, no.6, pp.1581–1590,

June 2018.

[3] R. Masumura, T. Asami, T. Oba, H. Masataki,

S. Sakauchi, and A. Ito, “Investigation of Com-

bining Various Major Language Model Technolo-

gies including Data Expansion and Adaptation,”

IEICE Trans. Inf. & Syst., vol.E99-D, no.10,

pp.2452–2461, Oct. 2016.
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【ソサイエティ活動】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

FIT2019進捗報告

宇都木 契
日立製作所

第 18回情報科学技術フォーラム (FIT2019)が，
2019年 9月 3日（火）～5日（木）の会期で，岡
山大学津島キャンパス（岡山県岡山市）にて開
催される．FITは，本会 ISSとHCG，及び情報
処理学会が主催する年に 1度の大規模な研究発
表会であり，情報システムに関わる広い分野の
研究発表が行われる．また若手の参加者が多い
ことも特徴である．
FIT2019プログラム委員会では，このような
特徴をとらえつつ意義ある催しとするために，
両学会の研究会担当委員と共に様々な検討を加
えた．その試みの一つがトップコンファレンス
セッションの新設である．これは，各分野での
トップレベルの国際会議・学術雑誌に最近数年
以内に採録された論文の著者に，その内容を紹
介して頂く特別セッションであり，3日間の会期
を通して 30件以上の発表が専用の会場で行われ
る予定となっている．各分野の優れた研究動向
を把握し，著者らとの質疑応答や情報交換もで
きる貴重な機会となることを期待している．
また，イベント企画においても，若手にフォー
カスする企画，将来を見据えた企画，情報シス
テム関連の広い範囲にわたる企画などを特に充
実させた．例えば，独創的な研究を推進する若
手研究者が登壇する「若手研究者が描く未来予
想図」，近年そのハード・ソフトの両面で話題に
上ることの多い量子コンピューティング分野の
第一人者が将来像を語る「量子コンピューティ
ング技術基盤の創出に向けて」，自然言語処理の
第一人者と医師を含む実践の場の先駆者が集う
「自然言語処理と医療」などである．これらの他

にも，両学会の研究会や委員会から提案された，
時季をとらえた多数の企画が開催される．「音波
通信技術とその応用」「グラフアルゴリズムの
新潮流」「ゲーミフィケーションが拓くサイバー
ワールドの可能性」「農業と ICT」「OSSハッキ
ングのための法律相談」「ソーシャルビッグデー
タの処理と応用」「情報セキュリティのやり方：
実践編」などである．恐らく，聞いてみたいと
思われる企画が多いのではないかと思う．
昨年試行した研究会との連携企画は今年も継

続され，ISSの PRMU, MI, 及び情報処理学会
のCVIMの 3研究会の共催研究会が FITのプロ
グラムに組み込まれる．ISSにおいても通常の
研究会は 2018年度より参加費有料となったが，
FITの参加者は上記研究会にも無料で参加でき
る．また研究会としても，普段より広い分野の
参加者を得られるメリットがあるだろう．
大会 2日目には，平井卓也 IT担当大臣による

特別講演が予定されている他，船井業績賞記念
講演として，産業技術総合研究所の後藤真孝氏
による「音楽情報が切り拓く音楽体験の未来：コ
ンテンツの自動解析が価値を生む」が行われる．
FIT2019では，上記の他にも，500件以上の
研究発表が行われる予定である．このような充
実したプログラムで行われる研究発表会は，若
手はもちろんシニアな参加者にとっても非常に
有益な機会になることと思う．詳細は FIT2019

の Web ページ ([1])に随時掲載される．是非御
参加頂きたい．
参考文献
[1] https://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2019/
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情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号） 【ソサイエティ活動】

xSIG2019開催報告

津邑 公暁
名古屋工業大学

遠藤 敏夫
東京工業大学

xSIG (cross-disciplinary workshop on comput-

ing Systems, Infrastructures, and programminG)

は，JSPP, SACSIS, ACSIという過去に開催され
てきた「査読のある国内会議」が持つ伝統を受
け継ぎ，2017年より開催している国内会議であ
る．今年は 5月 27日から 29日まで，慶應義塾
日吉キャンパスの協生館にて開催した．情報処
理学会システム・アーキテクチャ研究会 (ARC)，
ハイパフォーマンスコンピューティング研究会
(HPC)，システムソフトウェアとオペレーティ
ング・システム研究会 (OS)，プログラミング
研究会 (PRO)の主催，IEEE Computer Society

Tokyo/Japan Joint Chapter の共催で，これに
電子情報通信学会コンピュータシステム研究専
門委員会 (CPSY)，データ工学研究専門委員会
(DE)，リコンフィギャラブルシステム研究専門
委員会 (RECONF)が協賛している．
xSIGは主催・協賛する研究会 (Special Inter-

est Group)全ての分野にまたがる (=cross-SIG)

幅広い分野を対象としたワークショップであり，
コンピュータシステムに関する発表・議論・交
流の場を提供すると共に，国際標準的なピアレ
ビューを行うことで若手研究者を育成すること
を目的として立ち上げられた．
この目的を実現するため xSIGでは，予稿集を

発行せず，査読によるフィードバックを基に進
展させた研究を国際会議やジャーナルといった
「次のステップ」へ進めることを妨げない．学生
を対象とする多様な評価基準に基づいた賞を用
意し，またヤングリサーチャー枠を設け学生の
投稿を極力採択するなど，様々な若手奨励のた
めの施策も取り入れている．更にヤング PCと
いう制度により，論文査読や採択会議などの経

験の場を，学生も含めた若手研究者に提供して
おり，好評を頂いている．
今年度は，基調講演に東工大 篠田浩一先生を

お招きし，深層学習と高性能計算の研究者が分野
を超えて協働することの意義と重要性を説いて
頂いた．またチュートリアルとして，msyksphinz

氏による RISC-Vアーキテクチャに関する講演
と，今井健男氏による深層学習コンパイラに関
する講演を頂いた．一般発表としては，レギュ
ラー枠 17本，ヤングリサーチャー枠 5本，ポス
ター枠 19本の論文が採択され，各セッションで
は非常に活発な議論が交わされた．また，名だ
たる企業スポンサー 16社から協賛を頂き，スポ
ンサー出展ブースでは各社の取り組みに熱心に
耳を傾ける学生の姿が多く見られた．
今般，国内会議のあるべき姿や存在意義につ

いて様々な意見がある中，主催・協賛研究会では
2016年，有志により検討会（通称：「考える会」）
を複数回開催し，xSIGはここでの議論に基づき
設計された．特に，先述した若手育成を重要な
点の一つと位置づけ，細やかなピアレビューや
face-to-faceの採否判定会議などを実施している．
しかし，予稿集が発行されない，すなわち著者
にとって研究業績とならない国内会議の運営に，
このような高いエフォートを割くことに関して
は，Organizing/Program Committee内でも賛否
両論あり，今年で 3回目の開催を迎えたものの，
いまだ「あるべき形」を模索し続けている状況
にある．読者の皆様からも，是非御意見をお寄
せ頂ければ幸いである．
xSIG：http://xsig.hpcc.jp/

考える会：http://kangaeru.github.io/kangaeru/
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【フェローからのメッセージ】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

ここに書かれているものは文字です

内田 誠一
九州大学

1. 謝辞（第一部）

このたびは，「画像および時系列パターンの認
識・解析技術の開発と多分野応用」というタイ
トルにて，本会よりフェローの称号を頂きまし
た．大変光栄に存じております．ありがとうご
ざいます．タイトルの最後に「多分野応用」がつ
いているのは，最近，生物学や医学などと「協
働」研究しているためです．しかし，それらの
基盤となっている研究は，やはりずっと実施し
てきた文字関連研究ではないかと思っておりま
す．本稿では，この文字の魅力について述べさ
せて頂きます．
2. 文字はオモシロイ

文字は不思議な存在です．皆様が今読んでい
る文字は「画像」として認識されていますが，情
景画像や物体画像とはずいぶん違います．基本
的には線分の集合としてできています．二値で
す．あらかじめ決まったクラスが存在します（例
えば英語大文字なら 26クラス）．本質的には平
面上のパターンです．そして人類がデザインし
て作った通信記号です．
文字は「形・音・義」を持つと言われます．こ
の「義」，すなわち文字が与える意味情報につい
て考えましょう．例えば「猫」という文字は，皆
様御存じのあの生物を意味します．このように
文字画像はそれ自身が表現する意味を曖昧性な
く我々に伝えています．これは非常に便利です．
実際，ワインなどの瓶には，瓶だけでは曖昧す
ぎるので，その曖昧性を除去するべく，ラベル
として文字が貼付されています．筆者は，この

例のような文字による周囲の明確化を，「文字の
ラベル機能」と呼んでいます．そして，本の中
の文字のように（その周囲とは無関係に）情報
を伝える「文字のメッセージ機能」とは区別し
ています．
文字の生成過程も見てみましょう．手書き文字

はペン先座標の時系列として表現できます．そ
して生成後は画像でもあります．要するに文字
は「時系列パターン」と「画像」の二面性を持
ちます．こんな「生まれながらの」マルチモー
ダルなパターンは，なかなか他にはありません
（文字は音として読めるので，実は音のモダリ
ティも持ちます）．時系列パターンとしても様々
な興味深い性質を持っています．時系列パター
ン解析においては，頻繁にマルコフ性が仮定さ
れます．しかし文字の筆記プロセスはマルコフ
性だけでは表現できません．数字の 0を書くと
き，マルコフ的運筆だと，始点終点を一致させ
られないので，閉じた 0を書くのは至難の業で
す．恐らくマルコフ性で表現し得る局所的構造
と，全体のバランスといった大局的構造の両方
が必要なのでしょう．他にも，時系列としての
運筆情報は，個人認証やパーキンソン病や失読
症の判定に使えるなど，筆記者の特性や状態を
端的に表す情報源としても利用できます．
文字のデザインについて考えてみましょう．前

述のとおり「人間がデザイン」してできた記号
なわけですが，同じ ‘A’という文字でも，なぜ
か膨大なバリエーションがあります．すなわち
フォントです．通信記号として誤りなく情報を
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伝えるのであれば，常に全く同じ形の ‘A’を使
うのが最もよいはずですが，なぜか人類は色々
と形を変えて喜んでいるようです．不思議とは
思いませんか？ 「フォントによって印象が変え
られるから」という答えがありそうですが，な
ぜ・どのように印象が変わるのでしょう？ ま
すます疑問は増すばかりです．
通信記号としての性質を見てみましょう．こ
れは岐阜大学名誉教授の山本和彦先生が以前よ
りおっしゃっていることですが，文字の記号形
は人類によって淘汰されたものです．すなわち，
人間が誤りなくコミュニケーションできるよう
に，人類が（無意識的もしくは意識的に）改良
を重ねてきた記号なのです．例えばある民族が，
線分を 0◦，1◦，2◦と傾けたものを，それぞれ 0，
1，2を表現する文字（数字）記号にしてしまっ
たとすれば大変です．見る角度によって数字が
変わってしまうからです．一見複雑に見える漢
字ような文字記号でも，極めて巧妙に，「認識し
やすく」作られたのだと考えられます．
更に，文字は極めて優秀な誤り訂正符号でも
あります．ある程度下手な文字でも読めますよ
ね？ すなわち変形に強いのです．更に言えば，
ドットノイズを印加しても普通に読めます．線
状ノイズでも結構読めます．なぜ読めるのか，大
変不思議です．
通信記号とデザインの話を併せ考えると，あ
たかも Generative Adversarial Networksのよう
にも見えます．すなわち，自由にデザインした
いというファクタと，ちゃんと読める必要があ
るというファクタが戦った結果，今のような文
字ができているのかもしれません．そしてそも
そも文字と非文字の境界はどうなっているのか
も，極めて興味深い問題です．
以上，文字「画像」の面白さを述べましたが，
パターン認識において，文字は別の視点でも重
要です．すなわち，パターン認識結果は，一般

にクラス「名」，すなわち文字で表現されるので
す．したがって，音声認識は音（波形）を文字に
変換する処理です．画像認識の結果も「猫」のよ
うな文字です．昨今の画像キャプショニングも，
画像の詳細な文字列変換が目的です．ちょっと
「文字びいき」が過ぎるかもしれませんが，こう
考えていくと，文字は全てのメディアの自然な
インタフェース（ハブ）になっているような気
もします．その辺をうまく使ったゼロショット
学習のような例もあるようです．
さて，ここまで「文字」を読んで下さった皆

様も，文字研究を始めてみませんか？ 朝から
晩まで皆さんの身の回りにいる文字ですが，ま
だまだ色々秘密が詰まっているような気がして
います．また，パターン認識・画像解析・機械
学習の基本を「じっくり」味わう上で，文字ほ
ど適した題材もないような気もします．
3. 謝辞（第二部）

文字研究の面白さを教えて下さった皆様に，心
より感謝申し上げます．大先輩の先生方には，「認
識率だけを見ないこと，対象とするパターンの
性質を十二分に把握すべきこと，そして考案し
た手法がその性質に合目的かどうかをしっかり
考えること」など多くのことを教えて頂きまし
た．黄瀬浩一先生，大町真一郎先生，岩村雅一
先生には，「ユニバーサルパターンプロジェクト」
に誘って頂きました．そこで戦わせた濃密な議
論は，「文字とは何か」を考える素晴らしい機会
になりました．また，何よりコラボレーション
の楽しさを知りました．感謝してもしきれませ
ん．そして私の研究室にて一緒に研究をエンジョ
イしてくれた多くの（元）学生諸君，このフェ
ローは皆さんと一緒に授与されたのだと思って
います．ありがとうございました．
最後に，永遠に私の恩師である（故）迫江博

昭先生に深謝申し上げます．
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【お詫び】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

お 詫 び

情報・システムソサイエティ誌（第 24巻 第 1号 通巻 94号）の表紙において，巻頭言著
者の御役職に誤りがございました．正しくは，「独立行政法人 国立科学博物館 副館長 篠田
謙一 様」です．
御執筆頂いた篠田謙一様をはじめ，御関係の皆様，会員の皆様に多大なる御迷惑をお掛

けいたしました．謹んでお詫び申し上げます．

電子情報通信学会 情報・システムソサイエティ
ソサイエティ誌編集委員会
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令和元年度 情報・システムソサイエティ組織図および運営委員会構成（敬称略）
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【編集委員会名薄】 情報・システムソサイエティ誌 第 24巻第 2号（通巻 95号）

編集後記 ▼初めて編集委員の仕事をさせて頂きましたが，色々と勉強になりました．執筆，編集に御協力
頂いた皆様には大変感謝しております．（主担当 脊戸）▼副担当は初めてのため，分からないことが多々
ありました．執筆者，編集委員，幹事の皆様の御協力，主担当の御尽力に深く感謝いたしております．（副
担当 島）
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